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★ｅラーニングサービスを開始しました！詳しくは近畿共済ＨＰまで！

特 別 指 導 講 習 会 開 催 ！

大阪・京都地域にて初任運転者対象の
特別指導講習会を開催しました(^^)

5月20日(土) 京都自動車会館 54名
6月10日(土) 大阪府トラック総合会館 33名

ご出席いただき、ありがとうございました。

雨天時の安全走行のポイント

京都地域 大阪地域

今年も梅雨の季節がやってきました。雨天時は、晴天・曇天時に比べると事故が多発する傾向

にあります。これらの事故のなかには、雨天時の運転に潜む特有の危険が関わっていることが多

く、雨天時の運転には、注意すべきポイントをしっかり理解しておくことが必要です。

①急ブレーキを使わない運転
濡れた路面での摩擦係数は、乾燥路面の2分の1に低下します。

いざという緊急時に備えて控えめな速度を保ち、普段より長めの車間距離、

早めのブレーキングを心がけましょう。

②夜間はライトの光が乱反射しやすい
雨天時の夜間には「グレア現象」が発生しやすくなります。横断歩行者や自転

車の有無を目を凝らしてしっかり確認する習慣をつけましょう。

※ グレア現象：対向車と自車のライトが交錯する、

道路中央付近にいる横断歩行者が見えなくなる現象

③ハイドロプレーニング現象
雨天時の高速道路では、タイヤが水の上に乗って滑走し、ブレーキやハンドル

が効かなくなります。日頃からタイヤの点検を行うとともに、水たまりの浅い

部分を選んで走行しましょう。
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